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本学自然科学系 梅林泰宏教授と鹿児島大学の研究グループは、イオン液体の pH窓を 世界で初

めて決定することに成功しました． 
 
研究背景 
 食塩のようにイオンだけでできた塩であ

りながら室温で液体のイオン液体は、環境や

生体に悪影響を及ぼさず、充電池の材料や新

しい化学反応の媒体として注目され、これま

でにない液体として液体の世界に 革命を

起こしたとされています。しかし、イオン液

体を利用する際に必要な酸塩基性の尺度は

評価が極めて難しく、これまでほとんど報告

例がありませんでした。 
 
研究概要 
 同研究グループは、2007 年にそれまで不可能とされていたイオン液体の pH の直接測定に成功し、

1914年に報告された最初のイオン液体である硝酸エチルアンモニウムの酸塩基性の評価に初めて成功

しました。その後、このイオン液体中の様々な化合物の酸塩基反応に研究を進め、イオン液体と水溶液

の酸塩基性を pH 値によって直接比較できることを見出しました。これは ”pH 窓” と呼ばれ、発見

から100年を経てイオン液体のpH窓が初めて決定されました。 

  
成果の社会に対する影響と今後の展望 
 イオン液体は、次世代充電池の材料として、また、酸性雨の原因物質や温室効果ガスの吸収剤、バイ

オマス回収・再生プロセス媒体として強く期待され、世界中で熾烈な開発競争が行われています。イオ

ン液体の酸塩基性は、イオン液体の選択に必要な最も重要な特性の一つです。今回の成果により、イオ

ン液体やその応用の研究開発に一層拍車をかけることになります。 
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